
時 講　　　義　　　内　　　容

足立区生活環境保全課長
　   祖傳　和美

１．条例制定の経緯
２．条例の概要（パブコメ概要）
３．関係部署との連携体制
４．今後の支援推進体制

関東学院大学副学長
　  出石　  稔

自治体のごみ屋敷対策を考える

１．ごみ屋敷問題の所在（条例の立法事実）
２．自治体のごみ屋敷対策の経緯
３．ごみ屋敷条例の制定動向
４．ごみ屋敷条例の課題と展望

　　豊田市環境保全課
　　  　青木　  誠

〔豊田市〕ごみ屋敷対策の取組み
　　　　～条例制定までの経緯と支援の推進体制～

【パネル討論】ごみ屋敷条例の制定・運用と政策法務、関係部局との連携による推進方策を考える

司　　  会：出石　　稔     氏／関東学院大学副学長・法学部教授
パネリスト：祖傳　和美　氏／足立区環境部生活環境保全課長
　　　　　青木　    誠　氏／豊田市環境部環境保全課担当長

【出石氏プロフィール】
1985年に横須賀市役所入庁。都市整備部建築指導課、職員部事務管理課、総務部行政管理課地方分権担当主査・政策法務担当主査、都市部
都市計画課主幹、同部都市総務課総括主幹等を歴任。この間、行政手続条例、情報公開条例の制定に参画したほか、行政組織・定数管理、行政
改革、全庁的事務改善、地方分権･政策法務の推進などに積極的に取り組んできた。また、全国初のパブリック・コメント手続の条例化、「横須賀
市土地利用基本条例」をはじめとする土地利用調整関連条例の制定などに中心的に関わった。2007年３月末をもって22年間勤めた横須賀市
を離れ、同年４月より関東学院大学法学部教授に就任。実務で培った経験を基に、地方自治に関する研究と教育に取り組む。

〔足立区〕「足立区生活環境の保全に関する条例」の制定とごみ屋敷解決へのアプローチ
　　　　～いわゆる「ごみ屋敷」の解決事例と手法、今後の展開～
１．「足立区生活環境の保全に関する条例」制定の経緯
２．解決事例とその手法
３．今後の課題と対応策

―いわゆる「ごみ屋敷」対策の自治体施策化

～足立区条例からの制定・運用動向、福祉部局との連携による推進方策～



－

（編著）

空き家の実態から
             方策を探る―

老朽危険家屋の
               解体 ・撤去―

□  [執筆]
 空き家問題のフロントランナー


